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市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会

会
長
　
小
野
正
敏

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り

市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
の
諸
活
動

に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
も
う
し
あ

げ
ま
す
。

私
た
ち
に
大
き
な
期
待
を
抱
か
せ
た
政
権

交
代
か
ら
充
分
な
時
間
が
た
ち
ま
し
た
が
、

こ
の
国
の
進
む
べ
き
方
向
が
見
え
て
こ
な
い
一

年
で
し
た
。
そ
の
せ
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、

昨
年
も
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
犯
罪
が
相

次
ぎ
、
高
齢
者
に
対
す
る
振
り
込
め
詐
欺
、

ひ
っ
た
く
り
を
は
じ
め
、
子
供
た
ち
に
対
す

る
声
か
け
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
で
も
、
安
全

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
中
心
に
、
学
童
の

登
・
下
校
時
の
見
守
り
活
動
や
、
青
色
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
に
よ
る
防
犯
活
動
を
続
け
て
い
ま

す。
ま
た
、
昨
年
も
国
の
内
外
で
多
く
の
自
然

災
害
が
発
生
し
沢
山
の
人
命
が
失
は
れ
た
り
、

つ
ら
い
年
末
を
過
ご
し
た
人
々
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
異
常

気
象
の
せ
い
か
、
災
害
が
忘
れ
な
い
う
ち
に

や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
私
た
ち
は
災
害
に
対

す
る
備
え
を
常
に
心
が
け
て
置
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

防
災
、
防
犯
の
基
本
は
、
地
域
に
お
け
る

顔
の
み
え
る
人
問
関
係
に
あ
る
と
聞
か
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
従
来
、
向
三
軒
両
隣
の
人
と

人
の
つ
な
が
り
が
安
全
な
日
本
社
会
を
作
り

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
人
々

の
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
価

値
観
の
多
様
化
と
核
家
族
化
の
進
展
に
よ
り
、

個
人
主
義
が
台
頭
し
、
顔
の
見
え
る
人
と
人

の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
り
、
日
本
社
会
の
よ

さ
が
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
状
態
を
元
に
戻
す
の
は
そ
う
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
↓
他
人
に
対
す
る
思
い
や

り
の
心
」
と
「
忍
耐
心
」
を
育
む
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か。
本
年
も
運
営
協
議
会
は
四
つ
の
委
員
会
を

中
心
に
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。

吉
十
両

五
月
十
二
日
＝
定
例
役
員
会

五
月
十
六
日
‥
第
五
回
定
期
総
会

六
月
二
日
‥
第
六
回
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

六
月
九
日
‥
定
例
役
員
会

六
月
二
十
三
日
‥
再
パ
ト
運
転
者
連
絡
会

ヒ
月
．
日
＝
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
プ
レ
ス
十
五
号
発
行

七
月
十
四
日
‥
管
理
人
と
の
意
見
交
換
会

七
月
十
五
日
‥
会
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

七
月
三
十
日
‥
会
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

八
月
十
一
日
‥
定
例
役
員
会

八
月
二
十
一
日
‥
地
域
内
祭
り
会
場
回
り

八
月
．
一
十
六
日
＝
会
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

九
月
八
日
‥
定
例
役
員
会

九
月
十
六
日
‥
会
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

九
月
二
十
ヒ
日
＝
管
理
員
連
絡
会

卜
月
卜
三
日
‥
定
例
役
員
会

卜
月
二
十
日
＝
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
プ
レ
ス
十
六
号
発
行

卜
月
二
十
八
日
‥
会
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

卜
月
二
十
九
日
‥
第
ヒ
回
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

十
一
月
ミ
ロ
‥
第
五
回
会
館
ま
つ
り

十
一
月
七
口
‥
む
さ
し
の
通
り
植
栽

卜
一
月
十
一
日
‥
定
例
役
員
会

卜
一
．
月
五
日
‥
認
知
症
に
つ
い
て
の
記
念
講
演

卜
一
一
月
八
日
‥
定
例
役
員
会

卜
一
一
月
十
四
日
‥
市
・
警
察
・
荷
パ
ト
運
転
者
懇
談
会

卜
二
月
一
一
十
五
日
‥
会
長
感
会
長
会
議



妄
誓
言
千
十
∵
姦

む
さ
し
の
通
り
植
栽
の
ー
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
。
五
月
に
土
の
掘
り
起
こ
し
、
肥
料
を
や
る
。
六
月

に
武
蔵
野
小
学
校
五
年
生
と
各
自
治
会
内
の
皆
さ
ん
の

手
を
借
り
、
季
節
の
花
を
植
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今

年
の
夏
は
猛
暑
が
続
き
、
毎
日
の
よ
う
に
各
会
社
か
ら

水
を
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も

す
ぐ
乾
燥
し
て
し
ま
い
花
も
ぐ
っ
た
り
で
し
た
。
そ
れ

で
も
九
月
半
ば
か
ら
十
月
は
よ
う
や
く
花
ら
し
く
な
り

ま
し
た
。
十
一
月
に
は
花
の
植
え
替
え
に
な
り
、
六
年

生
が
新
し
い
花
の
最
後
の
植
え
替
え
を
し
ま
し
た
。
新

し
い
花
に
は
名
前
も
付
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
安
全
で

き
れ
い
な
地
域
と
通
学
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

歴
‥
指
定
の
履
歴
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

蘭
鳳
凰
皿
‥
武
蔵
野
会
館
の
管
理
で
す
。

蘭
鳳
胤
凰
‥
2
人
（
性
別
不
問
）

軍
務
日
‥

●
火
曜
～
金
曜
日
の
夜
間
（
3
日
に
1
回
）

●
土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
の
昼
間
（
1
カ
月

に
1
回
か
2
回
）

●
土
曜
・
日
曜
日
の
夜
間
（
1
カ
月
に
1
回

か
2
回
）

※
夜
間
は
、
午
後
四
時
三
〇
分
～
午
後
一
〇

時
三
〇
分
、
昼
間
は
、
午
前
ハ
時
三
〇
分

～
午
後
五
時
十
五
分
で
す
。

※
火
曜
～
金
曜
日
の
昼
間
、
祝
日
の
夜
間
の

勤
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
国
且
‥
月
額
五
万
六
千
円

暦
‥
六
〇
才
か
ら
六
五
才
の
方
で
、

原
則
と
し
て
自
治
会
十
五
及
び
二
＋
フ
ロ
ッ

ク
の
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

隠
眉
価
鳳
‥

二
月
五
日
（
土
）
午
後
五
時
ま
で

蘭
＝
圃
図
・

会
館
の
窓
口
お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
が
育
パ
ト
の
運
行
を

開
始
し
て
か
ら
二
年
草
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
十
九

名
の
運
転
協
力
者
が
地
域
の
「
通
学
路
見
守
り
活
動
の

人
た
ち
」
と
も
連
携
し
て
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
と

休
日
に
巡
回
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
島
市
の
登
録

団
体
で
は
ト
ッ
プ
の
巡
回
実
績
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

t
・
　
　
者
か
　
」
　
　
　
l
ま
　
　
ウ
ノ
J
t
t
ク
一

－
　
′
■
手
、
一
山
　
F
　
　
こ
　
カ
ー
ト
L
r
亡
る
カ
J

頑
刻
u
て
い
要
す
「
　
会
館
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
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武蔵野会館まつり
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市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会

設
立
記
念
講
演

「
認
知
症
と
家
族
・
地
域
と
の
関
わ
り
方
」

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
委
員
会
」
で
は
昨
年
か

ら
、
今
で
は
八
十
五
歳
以
上
の
四
人
に
一
人
が
発
症
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
「
認
知
症
」
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

昨
年
は
社
会
福
祉
法
人
同
胞
援
護
会
愛
全
診
療
所

医
師
　
蓮
村
辛
党
先
生
を
お
招
き
し
て
十
二
月
五
日

（
日
）
、
市
立
武
蔵
野
会
館
で
、
標
記
の
演
題
で
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は

一
、
認
知
症
と
い
う
病
気
の
正
し
い
理
解

二
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
の
仕
方

三
、
認
知
症
が
疑
れ
る
時
ど
ん
な
所
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か

等
の
内
容
で
蓮
村
先
生
の
な
が
い
経
験
に
基
ず
い
た
解
り

や
す
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
地
域
内
外
か
ら
、

ご
夫
婦
・
親
子
・
友
人
を
連
れ
立
っ
て
九
十
三
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

＼
～
、

参
加
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
、
十
一
月
三
日
に
開
催
し
ま
し
た
「
武
蔵
野
会
館

ま
つ
り
」
に
は
、
来
場
者
と
ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
七
百
名
以

上
の
参
加
で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
目
的
で
あ
っ
た
、
武
蔵
野
会
館

運
営
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
利
用
団
体
の
交
流
と
活
動
の

発
表
の
場
つ
く
り
も
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
「
ま
つ
り
」

昭
島
市
一
番
の
利
用
者
数
の
会
館
と
し
て
は
、
地
域

腰
　
　
の
皆
様
の
集
い
の
場
と
し
て
・
会
館
ま
つ
り
は
・
更
な

る
工
夫
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

同
様
に
、
展
示
の
常
設
化
や
同
種
の
グ
ル
ー
プ
が
合

同
で
発
表
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
自
主
的
な
活
動
を
期

待
し
ま
す
。

第
五
回
武
蔵
野
会
館
祭
り

実
行
委
員
長
　
多
良
　
芳
幸

■
ヾ
㍗
・
‥
1
．
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●
ゴ
ミ
等
の
量

可
燃
・
プ
ラ
・
不
燃
…
六
袋
　
落
葉
…
七
袋

第
七
回
　
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

清
掃
活
動
の
実
施
結
果
報
告

●
活
動
日
　
十
月
二
十
九
日
（
金
）

●
活
動
の
場
所

七
時
一
〇
分
～
八
時

・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ぼ
り
旗
と

青
パ
ト
で
の
声
に
よ
る
呼
び
掛
け

・
美
化
・
安
全
等
の
標
語
入
り

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
配
布

・
ゴ
ミ
等
の
収
集
と
分
別

八
時
～
九
時

・
落
ち
葉
掃
き
寄
せ
と
枯
れ
枝
の
整
理

八
時
～
九
時

・
ゴ
ミ
等
の
収
集
と
分
別

八
時
～
九
時

ゴ
ミ
等
の
収
集
と
分
別

●
地
域
別
参
加
人
員
（
丸
数
字
は
右
記
場
所
を
示
す
）

①
文
化
六
・
商
店
会
五
・
工
業
会
三
・
役
員
五

②
メ
ゾ
ン
一
三
・
工
業
会
二

③
日
の
出
七
・
工
業
会
二
〇

④
昭
文
一
六
・
む
さ
し
の
三
　
合
計
八
〇
名

そ
の
一
‥
武
蔵
野
通
り
通
学
路
の
植
栽

十
一
月
十
八
日
（
木
）
五
時
限
を
使
っ
て
の

児
童
と
一
緒
に
植
栽
を
行
な
い
ま
し
た
。
冬

季
用
の
花
を
通
学
路
い
っ
ぱ
い
に
植
え
て
、

美
し
い
通
学
路
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

後
半
両
が
降
り
出
し
て
あ
わ
た
だ
し
い
作
業

を
ぎ
り
ぎ
り
終
了
で
き
ま
し
た
が
、
花
に
と

っ
て
は
恵
み
の
雨
で
し
た
。

そ
の
二
‥
開
校
記
念
日
の
清
掃
活
動

十
一
月
二
十
四
日
（
水
）
芝
生
化
さ
れ
た
校

庭
で
の
全
校
朝
礼
の
後
、
児
童
は
校
庭
を
、

地
域
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
は
外
周
の
公
道

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

毎
月
二
十
四
日
を
開
校
記
念
日
清
掃
活
動
の

日
と
定
め
て
年
間
行
な
う
も
の
で
、
今
年
は

十
一
月
を
最
後
に
終
了
と
な
り
ま
す
が
来
年

も
一
月
二
十
四
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
引

∫
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


